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　国立特別支援教育総合研究所の視覚障害教育研究班では，平成 26 年度・27 年度の２カ年
において専門研究Ｂ「視覚障害のある児童生徒のための教科書デジタルデータ及びデジタル
教科書の在り方に関する研究 - 我が国における現状と課題の整理と諸外国の状況調査を踏ま
えて -」に取り組んでまいりました。本研究は視覚障害教育おける ICT の活用に資すること
を目的として実施しましたが，国立特別支援教育総合研究所の第三期中期計画に基づき，中
期特定研究（特別支援教育における ICT の活用に関する研究）の一環という枠組みで実施
した研究でもあります。
　平成 23 年４月に文部科学省では「教育の情報化ビジョン」を示し，その中で特別支援学
校や小中学校の特別支援学級に在籍していたり，通級による指導を受けたりしている児童生
徒のほか，通常の学級に在籍している特別な支援を必要としている児童生徒にとって，情報
通信技術（以下，「ICT」という。）が果たす役割に期待を寄せています。
　殊に，児童生徒の障害の状態や特性等に応じて ICT を有効に活用することにより，各教
科等の指導において，特に情報の収集・編集・表現・発信等のコミュニケーション手段とし
て活用することが有効であるとしています。
　中でも視覚障害は，その特性から情報の障害とも言われており，それを補うための手段と
いう意味においても教育における ICT の果たす役割は極めて大きいと考えています。
　本研究では，①教科書デジタルデータの活用に係り我が国における現状と課題を整理して
今後の望ましい在り方を提案すること，②デジタル教科書や ICT 機器の活用に関して先進
的な取組を行っている韓国，フランス，アメリカ合衆国の状況を実地調査及び Web 等によ
る文献調査を通じてその概要を整理すること，③弱視児童生徒がデジタル教科書を活用する
際に，閲覧用ビューアに具備すべき機能や配慮点を明らかにすること，④点字使用者用デジ
タル教科書について，その在り方を提案することの４点について考察を加えながら取りまと
めました。
　また，本研究の遂行にあたっては所外研究協力者の方々には閲覧用ビューアの評価や点字
使用者用デジタル教科書の在り方等に関して，大変貴重なご意見やアドバイスをいただきま
した。この場を借りてお礼を申し上げます。
　最後になりますが，本研究成果報告書に目を通していただき，皆様の忌憚のないご意見を
いただければ幸いです。

　　平成 28 年３月
　

研究代表者　　国立特別支援教育総合研究所視覚障害教育研究班　　田中　良広
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